
シンポジウム 
 「鉄筋コンクリート造建築物の収縮ひび割れ対策マニュアル」 
   －設計から施工段階における対策－ 

 

 鉄筋コンクリート造建築物のひび割れ対策については、本会においてもシンポジウムや PD など

を開催し、積極的に取り組んでいるが、施工者や設計者が個々の立場でひび割れ対策を講じるため

に相互理解がなされておらず、不具合が生じることが多い。 

 そこで、本会近畿支部材料施工部会では、発注者、設計者、監理者、製造者、施工者が共通認識

を持てるような実効性のある「ひび割れ対策マニュアルを作成する」ことを目的として、部会内に

WG を結成し、収縮ひび割れに対する、設計、材料・調合、施工における具体的かつ有効な対策を

示すとともに、最終的には、ひび割れ補修方法、性能設計型ひび割れ制御手法などを含めたマニュ

アルを整備することを目指して活動を行っている。 

 本シンポジウムでは、主に、仕様規定に基づくひび割れ対策マニュアル－2008 年版－の解説なら

びにパネルディスカッションを行い、各立場の参加者とのひび割れ対策に関する意見交換や協議を

行う。 

 

主催  日本建築学会近畿支部 材料施工部会 

協賛  (社)大阪府建築士会、大阪兵庫生コンクリート工業組合 

    (社)建築業協会関西支部、(社)大阪建設業協会 

日時  ６月４日（水） 13：00～17：00 

会場  （学）常翔学園 大阪センター（毎日インテシオ３Ｆ） 

    大阪市北区梅田 3-4-5、TEL06-6346-6367 

案内図： http://www.josho.ac.jp/corp/jigyoubu/osakacenter/img/map001.pdf 

 

プログラム（予定） 

司会：前田 朗（大阪広域生コンクリート協同組合） 

主旨説明：二村 誠二（当支部材料施工部会主査）               13:00～13:10 

マニュアル解説 

①総則／中川 隆夫（大阪大学）                                  13:10～13:25 

②基本方針と設計目標／山﨑 順二（淺沼組）                          13:25～13:40 

③設計における対策／白沢 吉衛（日建設計）                          13:40～14:10 

④材料・調合・製造における対策／小倉 信樹（太平洋セメント）        14:10～14:40 

    （休 憩） 

⑤施工における対策／松井 亮夫（淺沼組）                            14:55～15:25 

⑥検査／渡邊 聡（日本建築総合試験所）                              15:25～15:45 

    （休 憩・討論用紙記入） 

パネルディスカッション／進行：二村 誠二（前掲）                  16:00～16:50 

まとめ／岩清水 隆（竹中工務店）                                    16:50～17:00 

 

定員  １５０名（申込み先着順） 

参加費（資料代含む）： 3,000 円（学生 1,000 円）参加費は当日徴収致します。 

申込方法 

 FAX または E-mail で「行事名、氏名、所属先名、連絡先（TEL、FAX、E-mail）」を明記のうえ 

 申し込む。 

  *** E-mail で申し込む場合は、必ず、件名欄に「6.04 シンポ参加希望」と明記して下さい。 

    "無題"の場合は削除される場合があります。 

申込み・問合せ 

 近畿支部 TEL：06-6443-0538、FAX：06-6443-3144 

      E-mail：aij-kinki@kfd.biglobe.ne.jp 

http://www.josho.ac.jp/corp/jigyoubu/osakacenter/img/map001.pdf
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